
　
産
業
界
を
活
性
化
さ
せ
る
先
端
技
術
の
進
化
に
は
多
様
な
機
能
特
性
を
生
み
出
す
材
料
開
発
が
基
本
に
あ
る
。

こ
う
し
た
機
能
性
材
料
の
創
成
に
は
多
様
な
プ
ロ
セ
ス
か
ら
成
る
粉
体
技
術
が
広
く
、
深
く
関
与
し
て
い
る
。
現

状
、
素
材
開
発
分
野
で
は
希
望
の
粉
体
を
作
る
手
法
や
粒
子
複
合
化
に
よ
り
多
様
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
技
術
な

ど
目
覚
ま
し
い
発
展
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

ナ
ノ
は

億
分
の
１

の
超
微
粒
子
化
に
よ
り
新

た
な
物
性
効
用
へ
の
期
待
も
膨
ら
む
。
こ
う
し
た
中
、

月

日
か
ら
「
国
際
粉
体
工
業
展
東
京
２
０
１
４
」
が

開
催
さ
れ
る
。
各
企
業
の
最
新
機
器
・
装
置
や
材
料
な
ど
の
展
示
に
加
え
、
多
彩
な
併
催
事
業
も
予
定
さ
れ
、
各

方
面
か
ら
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
素
材
開
発
を
支
え
る
粉
体
技
術
国
際
粉
体
工
業
展
東
京
２
０
１
４
開
幕
迫
る

技
術
革
新
の
カ
ギ
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
微
粒
子
制
御

３１４社・団体が集結国際粉体工業展東京２０１４２６日から東京ビッグサイトで
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隔
年
開
催
さ
れ
る
「
国

際
粉
体
工
業
展
東
京
」

は
今
回
で

回
目
を
迎

え
た

年
開
催
の
同

展
会
場

　
粉
体
が
産
業
界
で
重
視
さ

れ
始
め
た
の
は
決
し
て
最
近

の
話
し
で
は
な
い
。
そ
の
歴

史
は
焼
き
物
や
絵
の
具
の
世

界
に
始
ま
り
、
そ
ば
粉
や
小

麦
粉
な
ど
製
粉
作
業
と
い
っ

た
人
の
日
常
生
活
や
文
化
に

溶
け
込
み
発
展
し
て
き
た
。

一
方
で
、
石
灰
石
を
粉
砕
し

た
セ
メ
ン
ト
精
製
を
は
じ
め

磁
気
テ
ー
プ
の
フ
ェ
ラ
イ
ト

粉
末
や
潤
滑
性
を
持
た
せ
る

粉
末
冶
金
技
術
な
ど
、
産
業

や
き
ん

界
の
進
化
を
促
し
て
き
た
大

部
分
の
工
業
用
原
料
お
よ
び

製
造
工
程
が
粉
・
粒
体
技
術

の
研
究
開
発
を
基
盤
に
果
た

さ
れ
て
い
る
。

　
粉
体
に
関
わ
る
技
術
は
、

こ
う
し
た
先
人
の
知
恵
と
工

夫
を
単
位
操
作
ご
と
に
事
業

・
工
業
化
し
、
広
範
な
産
業

分
野
の
発
展
と
共
に
成
長
し

て
き
た
。
そ
の
工
程
と
は
対

象
物
を
た
た
い
た
り
剪
断
し

せ
ん

細
か
く
す
る
粉
砕
や
粒
子

を
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
ふ
る
い

分
け
る
分
級
、
多
種
の
粉

体
を
混
ぜ
る
混
合
、
凝
集

や
圧
縮
に
よ
り
粒
を
作
る

造
粒

な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
こ
う
し
た
各
工
程
の
技

術
開
発
が
高
付
加
価
値
製
品

の
創
出
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
ま
た
粉
体
の
凝
集
度
合
い

の
把
握
や
静
電
気
対
策
な
ど

各
工
程
の
複
雑
な
挙
動
を
精

度
良
く
把
握
し
、
効
率
的
安

定
稼
働
さ
せ
る
計
測
・
制
御

技
術
は
生
産
工
程
に
お
い
て

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

さ
ら
に
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

発
展
に
よ
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
技
術
が
向
上
。
粒
子
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
に
す
る

こ
と
で
多
大
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
各
操

作
の
単
独
活
用
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
成
果
を
得
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た

が
、
最
近
に
な
っ
て
各
操
作

を
複
合
化
し
効
果
的
に
技
術

開
発
を
進
め
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
技
術
革
新
の
カ
ギ
を

握
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
以

前
よ
り
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
に
匹

敵
す
る
微
粒
子
を
扱
っ
て
き

た
粉
体
関
連
分
野
の
技
術
蓄

積
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て

い
る
。
光
の
反
射
特
性
制
御

や
被
覆
性
能
の
向
上
、
潤
滑

作
用
や
研
磨
機
能
の
付
与
な

ど
、
粒
子
の
超
微
細
化
に
よ

る
表
面
積
増
加
が
固
体
材
料

に
新
た
な
機
能
を
付
加
す

る
。
こ
う
し
た
物
性
や
特
性

を
発
揮
す
る
こ
と
で
新
た
な

製
品
開
発
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
粉
体

工
業
技
術
協
会
主
催
の
「
国

際
粉
体
工
業
展
東
京
２
０
１

４

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
２
０
１
４

」
が

月

日

水

か
ら

日

金

の
３
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト

東
京
都
江
東

区

で
開
催
さ
れ
る
。
粉
体

関
連
技
術
の
専
門
展
示
会
と

し
て

こ
の
一
粒

夢
を
か

た
ち
に
―
粉
の
技
術

を
テ

ー
マ
に
、
最
新
鋭
の
粉
体
関

連
機
器
や
進
化
す
る
最
先
端

技
術
、
重
要
な
業
界
情
報
な

ど
が
一
堂
に
会
す
る
。

　
同
協
会
主
催
の
粉
体
工
業

展
は
東
京
と
大
阪
交
互
に
開

催
さ
れ
、
今
年
で

年
の
歴

史
を
刻
む
。
ま
た
今
回
は
東

京
展
と
し
て

回
の
節
目
の

開
催
と
な
る
。
同
展
へ
の
出

展
社
数
は
現
時
点

月

日
現
在

で
３
１
４
社
・
団

体
、
１
０
０
６
小
間
を
数

え
、
前
回

年
開
催

の

出
展
実
績
を
社
数
、
小
間
と

も
早
期
に
上
ま
わ
る
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　
出
展
各
社
が
ア
ピ
ー
ル
す

る
粉
体
関
連
機
器
や
材
料
、

装
置
な
ど
は
、
製
造
・
プ
ロ

セ
ス
機
器
ゾ
ー
ン
、
計
装
・

測
定
、
ラ
ボ
機
器
ゾ
ー
ン
、

材
料
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
情
報
ゾ
ー
ン
の
各
ゾ
ー
ン

に
展
示
。
来
場
者
は
目
的
の

企
業
ブ
ー
ス
や
製
品
群
へ
効

率
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
専
門

的
な
商
談
が
展
開
で
き
る
。

特
別
展
示
ゾ
ー
ン
に
は
こ
れ

ま
で
の
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
ゾ

ー
ン
と
二
次
電
池
展
示
ゾ
ー

ン
に
加
え
、
食
の
安
全
・
安

心
ゾ
ー
ン
と
粉
体
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
を
創
設
。

新
た
な
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
新
鋭
技
術
や
開
発
動
向
が

紹
介
さ
れ
る
。

　
同
展
で
は
今
回
も
粉
体
技

術
に
関
す
る
特
別
講
演
や
セ

ミ
ナ
ー
、
産
学
交
流
事
業
な

ど
多
彩
な
併
催
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

日

時
か

ら
は
東
京
大
学
大
学
院
原
子

力
国
際
専
攻
藤
井
康
正
教
授

に
よ
る
特
別
講
演
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」

が
開
催
さ
れ
る
。
主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
方
法
の
評
価

指
標
に
加
え
、
日
本
を
対
象

に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
と
出
展
社
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成

さ
れ
る
「
最
新
情
報
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
は
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
、
食
品
、
二
次
電
池
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
、
粉
体
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
テ

ー
マ
に
最
新
情
報
が
提

供
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

「
粉
体
工
学
入
門
セ
ミ

ナ
ー
」
や
ナ
ノ
物
質
の

安
全
性
に
関
す
る
「
粉

じ
ん
爆
発
情
報
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
出
展
者
や
来

場
者
に
と
っ
て
重
要
な

情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
「
粉
の

広
場
」
で
は
各
分
野
に

精
通
し
た
大
学
の
先
生

方
が
質
問
に
応
え
る

「
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
や

若
手
研
究
者
が
自
身
の
研
究

を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
産

学
交
流
の
場
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。

　
開
場
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で

最
終
日
は

時
ま

で

。
入
場
料
は
１
０
０
０

円

招
待
券
持
参
者
お
よ
び

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
事
前
登
録

者
、
学
生
は
無
料

。


